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打出教育文化センター 教職員への研修を進めています

　打出教育文化センターでは、市立学校園教職員を対象に講座を開き、教職員の指

導力の向上に取り組んでいます。平成19年度も、「専門的な知識や技術の向上を図

る」「教育の今日的な課題について考える」「情報教育の充実を図る」などのテーマ

で研修会を実施し、よりよい教育の実現を目指して、多くの教職員が受講しました。

その研修の一部を、ご紹介します。

打出教育文化センター打出教育文化センター打出教育文化センター
問い合わせ　打出教育文化センター　緯38-7130

●左側の石造りの建物は、大阪の逸見銀行の建物であったものを、淡路町の金庫屋であった

松山与兵衛氏が美術品収集のために購入し、昭和初期に現在の場所に移築した旧松山与兵衛

邸・松濤館の一部です。図書館本館が伊勢町に移転するまではここが本館でした。

　
子
ど
も
た
ち
の
社
会
性
の
向
上
や
確
か

な
学
力
の
定
着
を
図
る
た
め
、
専
門
家
に
よ

る
講
演
や
具
体
的
な
演
習
を
通
し
て
、
指
導

力
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。
確
か
な
理

論
を
学
び
、
子
ど
も
の
想
像
力
を
か
き
た
て
、

仲
間
と
と
も
に
学
ぶ
意
欲
を
育
て
る
ワ
ザ

と
コ
ツ
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　
教
職
員
が
情
報
機
器
に
関
す

る
見
識
を
高
め
、
授
業
や
学
校

事
務
な
ど
で
、
よ
り
有
効
的
に

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
活
用
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
に
、
夏
季
休

業
中
お
よ
び
二
学
期
に
講
座
を

組
み
、
研
修
し
ま
し
た
。

　
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
、パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
な
ど
、
学
校
現
場
で

の
必
須
ア
イ
テ
ム
と
な
っ
て
い

る
ソ
フ
ト
を
中
心
に
、
画
像
・

ビ
デ
オ
・
音
楽
編
集
や
教
育
コ

ン
テ
ン
ツ
講
習
・
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
作
成
も
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
三
十
講
座
に
は
、
延
べ

二
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

◆

専

門

的

な

知

識

や

技

術

の

向

上

を

図

る

【５月】・初任者研修
　　　・学校を会場とした「対話力を育てる国語科研修講座①」
【７月】・ふれあい仲間作り～身近なものを使っての運動遊び～
　　　・友達とかかわりながら学び、高めあう子どもの育成（体育科）
　　　・教職員のコミュニケーション～聴く・話す～
　　　・メンタルヘルスマネジメント
　　　・読みを極める
　　　・韓国文化を考える
　　　・能狂言の特徴とことば～柿山伏の実演～
　　　・プレゼンの力量を高める
【８月】・道徳の時間の指導の充実を目指して
　　　・学校園の野菜作りⅨ～常識破りの野菜の体～
　　　・〈体験〉から〈経験〉へ～遊びと学びをつなげる理論的視座～
　　　・学ぶ意欲を高める学習指導の工夫～言葉と体験の重視～（国語科）
　　　・初任者研修
【９月】・自然に興味関心を持たせるために
【10月】・学校を会場とした「対話力を育てる国語科研修講座②」
　　　・初任者研修
　　　・学校を会場とした「指揮法研修講座①」
【11月】・学校を会場とした「指揮法研修講座②」
　　　・学校を会場とした「体育科（器械運動）研修講座」

平成19年度の研修スケジュール

◆

教

育

の

今

日

的

な

課

題

に

つ

い

て

考

え

る

　
現
在
、
子
ど
も
た
ち
を
と
り
ま
く
教
育
的

課
題
は
、
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
、
教
師
全
員
が
子
ど
も

た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
促
す
た
め
に
、
子

ど
も
の
さ
ま
ざ
ま
な
行
動
や
心
理
へ
の
理

解
、
そ
の
支
援
や
指
導
の
あ
り
方
に
つ
い
て

研
修
し
て
い
ま
す
。

【
八
月
】課
題
別
研
修

①
特
別
支
援
教
育
の
現
状
と
課
題

②
子
ど
も
の
心
と
シ
グ
ナ
ル
を
め
ぐ
っ
て

～
「
子
ど
も
の
危
機
」
を
乗
り
越
え
る
た

め
に
～

③
イ
チ
ャ
モ
ン
／
学
校
へ
の
理
不
尽
な
要
求

～
人
と
人
が
結
び
あ
え
る
社
会
で
あ
り

続
け
る
た
め
に
～

【
八
月
】管
理
職
研
修

①
組
織
を
活
性
化
す
る
学
校
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

②
現
代
の
食
に
関
す
る
教
育
的
課
題
と
食
育

　
つ
い
て

③
新
渡
日
問
題
と
多
文
化
共
生
社
会
に
つ
い

　
て
考
え
る

◆

情

報

教

育

の

充

実

を

図

る
　

▲

一
学
期
研
修
講
座
「
幼
稚
園
研
修
」
実
技
場
面

情報研修講座

夏季研修講座

▲

学
校
を
会
場
と
し
た
研
修
講
座

《併　設》

図書館打出分室
　

■開室　毎週水・木・金・土曜日

　　　　（祝日を除く）

　　　　午前10時～午後５時

■貸出　２週間以内に読める

　　　　冊数

■利用　市内在住・在勤・在学者

　　　　阪神間に在住のかた
　

問い合わせ

図書館打出分室　緯38-7220

　平成19年版「芦屋市ガイドマップ」を
発行しました。
　市役所北館１階行政情報コーナー、ラ
ポルテ市民サービスコーナーで、ご希望
の市民の皆さんお１人につき１部を無償で
差し上げています。
＊印刷部数に限りがありますので、複数
　部数が必要なかたは、市役所北館２階
　広報課へご相談ください。

平成19年版　 芦 屋 市 ガ イ ド マ ッ プ

問い合わせ　広報課　緯38-2006

シリーズあしや子ども風土記

■ご希望のかたは、美術博物館・

市役所売店で販売していますので、

ご購入ください。

※第１集「伝記・物語」・第２集「歴
史さんぽ」・第３集「植物のかんさ
つ」・第４集「小さな生きものた
ち」・第５集「文学さんぽ」と第９
集「写真で見る芦屋今むかし２」
は各冊400円。第６集「芦屋の地名
をさぐる」・第８集「描かれた芦屋
の風景」は各500円。
※第７集「写真で見る芦屋今むか
し１」　は完売しました。問い合わせ　美術博物館　緯38-5432
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図書館打出分室

Ｑ
　
平
成
二
十
年
度
か
ら
住
民
税
の
住
 

　
宅
ロ
ー
ン
控
除
が
始
ま
る
と
聞
い
た

　
の
で
す
が
、
何
か
手
続
き
が
必
要
な
の

　
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
　
平
成
二
十
年
度
か
ら
二
十
八
年
度

　
ま
で
の
間
、
住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控

除（
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
）が
新
た
に
創
設

さ
れ
ま
し
た
。

　
対
象
者
は
、
所
得
税
に
お
い
て
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

を
受
け
て
い
る
か
た（
平
成
十
一
年
一
月
一
日
か
ら

平
成
十
八
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に
入
居
さ
れ
た

か
た
に
限
る
）で
、税
源
移
譲
に
よ
り
所
得
税
が
減
少

し
、
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
額
が
減
る
こ
と
と
な
る
か
た

で
す
。

　
こ
の
控
除
を
受
け
る
に
は
、
毎
年
一
月
一
日
現
在

に
お
住
ま
い
の
市
区
町
村
へ
、
住
宅
借
入
金
等
特
別

税
額
控
除
申
告
書（
市
区
町
村
で
配
布
）を
期
限
ま
で

に
提
出
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
二
十
年
度
に
つ
い
て
は
、
本
年
三
月
十
七
日

（
月
）が
申
告
期
限
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
る
場
合
は
税

務
署
へ
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

お
住
ま
い
の
市
区
町
村
へ
の
提
出
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。 税　Ｑ&Ａ

問
い
合
わ
せ
　
課
税
課
市
民
税
担
当
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
緯
映
２
０
１
６

芦屋病院公開講座

問い合わせ
公民館　緯35-0700
（業平町8-24）

第25回芦屋市造形教育展
＜幼稚園・小学校合同展＞

■日時　３月１日～９日・午前
10時～午後５時＜月曜休館＞　
■会場　美術博物館

問い合わせ
美術博物館　緯38-5432
学校教育課　緯38-2087

チェックしてみませんか？

あなたの情報セキュリティ

～詐欺やトラブルに　　　　　　

　　　　巻き込まれないために～

　インターネットは大変便利なものですが、便利さの影に多くの落とし穴も潜んでいます。
　そうした詐欺やトラブルに巻き込まれないため、また子どもたちを有害サイトから守る
ために、あなたの情報セキュリティへの対応についてチェックしておきましょう。

【チェックポイント】

■不正アクセスへの対応

　不正アクセスとは、正規の利用者に付与されたＩＤやパスワードを盗用して、本人に
なりすまし、インターネットのサイトに不正に接続する行為です。こうしたトラブルに巻
き込まれないための対応としては、次のようなことに気をつけてください。
①類推されやすいパスワードは避けるようにしましょう。
②親しい人にも、自分のＩＤやパスワードは絶対に教えないようにしましょう。
③できるだけ頻繁に、パスワードを変更するようにしましょう。
■インターネットオークションを利用した詐欺への対応

　オークション詐欺とは、新型電気製品やコンサートチケットなどの販売を装い、落札
者から代金を振り込ませて、だまし取ろうとする行為です。こうしたトラブルに巻き込
まれないための対応としては、次のようなことに気をつけてください。
①オークションサイトが作っている注意事項などをよく読むようにしましょう。
②取引相手の住所や電話番号などをよく確認するようにしましょう。
③相手の銀行口座番号をメモし、振り込みの控えとして保管しておくようにしましょう。
④代金引換制度を利用するようにしましょう。
⑤疑問点があるときは相手に確認するなど、不確かなままで取引しないようにしましょう。
■架空請求メール・ワンクリック料金請求への対応

　身に覚えのないサイトの利用代金が未払いになっているとのメールを送信し、指定口座
に現金を振り込ませようとするものや、アダルトサイトの画面をクリックしただけで入会
費を振り込ませるような行為をいいます。こうしたトラブルに巻き込まれないための対
応としては、次のようなことに気をつけてください。
①支払わずに無視するようにしましょう。
②相手に連絡しないようにしましょう。
■掲示板などでのトラブルへの対応

　インターネット上の掲示板やブログなどで、特定の人を 誹謗 中傷する書き込みがされ、
ひぼう

相手を傷つけたり、名誉棄損や脅迫などの違法行為となるような問題をいいます。こうし
たトラブルに巻き込まれないための対応としては、次のようなことに気をつけてください。
①書き込みをされたときは、掲示板の管理者などに削除依頼をすることができます。
②メールアドレスなどを載せられ迷惑メールが大量に届くような場合には、すぐにメール
　アドレスを変更するようにしましょう。
③反論する内容を書き込むとさらにひどくなることがあります。書き込みをせずに、静観
　するようにしましょう。
■子どもたちを違法・有害な情報から守るために

①有害サイトアクセス制限と呼ばれるフィルタリング機能を導入することができます。
②利用する時間帯や接続時間など、インターネットや携帯電話を使う際のルールを決めて
　守らせるようにしましょう。
③出会い系サイトなど、インターネット上で知り合った人とは絶対に合わせない。
④パソコンは、親の目の届くリビングなどに置き、子どもだけで利用させない。
⑤住所や氏名などの個人情報を、掲示板やアンケートに入力させないようにしましょう。
⑥トラブルの際には、必ず保護者に相談させるようにしましょう。

問い合わせ　芦屋警察署　緯23-0110

　
本
市
の
学
生
親
善
使
節
と
し
て
、姉
妹
都

市
で
あ
る
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
モ
ン

テ
ベ
ロ
市
の
一
般
家
庭
に
滞
在
し
、現
地
の

生
活
、文
化
、社
会
に
お
け
る
見
識
を
深
め
、

本
市
の
国
際
交
流
活
動
に
貢
献
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

【
説
明
会
】

■
日
時
　
二
月
二
十
四
日（
日
）

　
　
　
　
午
前
十
時
～
正
午
　

■
会
場
　
Ａ
Ｃ
Ａ
会
議
室

※
応
募
者
は
、保
護
者
同
伴
で
ご
出
席
を
。

【
応
募
期
間
】

　
二
月
二
十
五
日
～
三
月
十
日
∧
必
着
∨

※
持
参
の
場
合
、平
日
の
午
前
十
時
～
午
後

　
六
時
ま
で
に
国
際
交
流
協
会
へ
。

　
に
つ
い
て
の
見
識
を
有
す
る
こ
と
。

②
派
遣
さ
れ
る
時
点
に
お
い
て
、芦
屋
市
に

継
続
し
て
三
年
以
上
在
住
し
、そ
の
後
も

少
な
く
と
も
一
年
間
は
在
住
す
る
見
込
み

の
高
校
生
以
上
の
学
生
で
あ
る
こ
と
。③

来
芦
す
る
モ
ン
テ
ベ
ロ
学
生
親
善
使
節
の

ホ
ー
ム
ス
テ
イ（
一
週
間
）を
引
き
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

④
学
生
親
善
使
節
と
し
て
決
定
後
、Ａ
Ｃ
Ａ

　
の
国
際
交
流
活
動
に
協
力
で
き
る
こ
と
。

※
九
月
か
ら
一
年
間
は
、Ａ
Ｃ
Ａ
の
国
際
事

　
業
委
員
会
学
生
委
員
に
就
任
す
る
こ
と
。

■
費
　
　
用
　

①
往
復
の
旅
費
は
、主
催
者
が
負
担
。

②
モ
ン
テ
ベ
ロ
市
で
の
滞
在
費（
食
費
・
宿
泊

　
費
）は
、モ
ン
テ
ベ
ロ
姉
妹
都
市
協
会
な
ど

【
応
募
方
法
】

　
Ａ
Ｃ
Ａ
、市
役
所
受
付
、ラ
ポ
ル
テ
市
民

サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
に
配
置
の「
第
四
十
四

回
モ
ン
テ
ベ
ロ
市
学
生
親
善
使
節
申
込
書
」

（
親
権
者
の
承
諾
署
名
と
捺
印
を
含
む
）を

Ａ
Ｃ
Ａ
へ
持
参
ま
た
は
郵
送
で
右
記
へ
。

※
郵
便
で
申
込
書
を
請
求
す
る
場
合
に
は
、

　
必
ず
八
十
円
切
手
を
貼
付
し
た
返
信
用

　
封
筒
を
同
封
の
こ
と
。

【
募
集
要
項
】　

■
募
集
人
数
　
二
人
　

■
派
遣
期
間
　
八
月
の
三
週
間
　

■
活
動
期
間
　
八
月
か
ら
翌
年
九
月
ま
で

■
応
募
資
格
　

①
健
康
で
、海
外
生
活
に
十
分
な
順
応
性
が

　
あ
り
、日
本
お
よ
び
芦
屋
の
文
化
、社
会

　２月下旬に、スポーツ振興基本計画「後期５カ年計画」の素案がまとまりますので、
市民意見を募集します。
【素案の閲覧】　３月１日（金）から、市役所北館１階行政情報コーナー・ラポルテ市民
サービスコーナー・図書館で公開するほか、市ホームページでもご覧いただけます。
【応募方法および受付期間】　３月１日から31日までの平日執務時間内に、持参または
郵便・ファクス・市ホームページ「ご意見応募専用フォーム」のいずれかで下記へ。

問い合わせ　スポーツ・青少年課　緯22-0358/FAX22-1633
（〒659-0072　川西町15-3）

スポーツ振興基本計画「後期５カ年計画」
（素案）に関する市民意見の募集
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チェックしてみませんか？

あなたの情報セキュリティ

■日時　２月23日（土）午後
２時～３時30分　■会場　
市民センター301室　■テー
マ　内視鏡で治療する高齢
者の膝（ひざ）　■講師　芦
屋病院整形外科・名和厳部
長　■受講料　200円
■申し込み　直接会場へ

２広報あしや●　平成20年（2008年）２月15日号　No.982


